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 ９/３０（日）三ツ沢公園野球場で秋季区民大会２回戦を行った。対戦相手は一昨年対戦経験が有り且つ敗戦したチームである、横浜ブレイザーズ。ここは、春季の
大会をチーム発足以来の好成績を収めただけに、秋季もそれなりの上位を目指したい、だからここは、何がなんでも勝利したい意気込みでこのカードに臨んだ。先行は
我がチームでプレイボール。先頭智が６球目をセンターにクリーンヒットで出塁、しかし、折角出塁したのに、策が無かった。結果、二塁へ進める事が出来ずに、初回
を終える。そして、今日の先発は区民大会男＠達脇。その入りはボールから、それも３連続ボールで出来はどうなんだ？と思った矢先、結果先頭打者を空三振に斬り、
一死、その後は凡打と三振で初回無難な立ち上がりを見せた。翌２回の攻撃でまたもや、動きがあった。この回の先頭と次打者はあっさり倒れたが、今日７番の泉が８
球粘り四球を選択し出塁、そして次打者のジローが放った打球は詰まり感の有るショートゴロ、これを相手野手が失策、場面が二死一・二塁としたところで、９番達脇
の時にWPで共に進塁、二死ながら最初のチャンスが訪れた。が、残念ながら遊ゴロで二者残塁でチェンジ。二回も達脇は三者凡退に斬り、３回の攻撃、先頭は倒れた
が、二番哲也がフェンスネット直撃のシングルヒットで出塁、三番は倒れたが、４番打者の時に盗塁成功で場面は二死二塁、ここで４番梶原が、三塁線に渋いヒットを
放ち、二塁から一挙哲也がホームインし、先制した。３回には、安打とPBで一死二塁とピンチを迎えたが、後続二者を斬り、この回も０封。そして、４回にもまた
チャンスが訪れた。一死後、先程粘って四球を選択した泉がライト前にテキサスで出塁、続くジローは四球を選択、次打者が倒れたが、詰まった内野ゴロだったので、
これが犠打もどきとなり、二者がそれぞれ進塁し、二死二・三塁とまたもやチャンス。更に先頭が四球を選択し二死満塁、大量得点の予感大なりであったが、二番が初
球を打ちライトフライで三者残塁、得点出来ない流れなのか、ゲームの大波が何故か我がチームに降りかかってこない。と、感じた。翌４回にピンチが訪れた。この回
の先頭打者を失策で出塁させる。次打者を凡打に斬るが、次の打者に中前に運ばれ一死一・二塁、ここで、相手ベンチが取った策はDSであった。がここは、きっちり
捕手＠梶原がサードで刺し、二死二塁へと場面は変わる。そして、後続を三ゴロに斬り、このピンチをチームで乗り切った。時間が経過し、５回が最終回となった。こ
の回も二塁へ走者を進めたものの、後１本が出ず、またもや０点、そしてついに最後の守備に就くことになる。が、秘かにプレッシャーを感じたのか？達脇、今日初の
与四球で出塁を許す。次打者には、左前安打で無死一・二塁そして続く打者は投ゴロに打ち取ったが、この間にベースランナーは共に進塁し、一死二・三塁と、ベース
上に同点・サヨナラの走者を背負う展開の大ピンチと場面は変わる。更に、今度は代打で登場した打者に死球を与え、一死満塁となってしまった。この状態で続く打者
を一ゴロに斬り、ホーム送球で二死満塁、後一人で守って勝つという非常に有意義な勝利を手にするところまできた。そして、次打者に投じた３球目、打球はイージー
なショートゴロ、勝利したかと思った瞬間、ここでまさかの出来事が起きた。捕球を大事に行き過ぎた事が裏目に出て、ハンブルし、送球出来ずにあっさり同点として
しまった。後は何とか次の打者を斬り、抽選に持ち込むしかないが、ここは二ゴロに斬り成功した。一応ゲームセット、後は運を天に任すだけだが、残念ながら女神は
我がチームには降りてこず、２回戦での敗戦となった。終わりが終わりかただけに、非常に残念感が強いゲーム。振り返りは２点。 
１．その場面を感じ、捕球後どこに送球するのがベストなのか？それが出来ない場合はどうするのか？  
 残念ながら、これが出来ずに、送球が遅くなり、結果ダブルを取れなかった。普通にキャッチボールをするだけで良しだったのに非常に悔やまれる結果。 
２．普段からの心がけ 
 大事に捕球した結果が、裏目に出た。という事は、普段は大事に行っていないのか？という事になる。が、普段はそれでそつなくこなせているのなら、大事な場面で
も考え方は一緒、同様な捕球をすれば良かったという事になる。 
共に大きく言える事は、究極の場面に遭遇しても「平常心」と「普段からの意識」が重要で有ることを思い知らされたゲームであった。メンバー一同、味わいたくない
この内容は、繰り返さないよう、意識して練習からのキャッチボールに取り組もう。結果は打たれて負けたのでは無いのだから・・・ 


